


















































ロー マ評であり， ドイツ精神のなせる業に過ぎなL、。へー ゲル門下のツエラー ，



































































































































































































































































































4) スイマクス (QuintiusAurellus Symmachus 340-402，弁論家，
エピストグラファー



















1. A ntiquitates rerum humanarum et divinarum (~聖俗故実考~) (~人






入部の第 l巻に続いて， 6巻から成る 4部 (4テーマ)という展開になっ
ている。人間論 (2-7巻)，地域論 (8-13巻)，時代史 04-19巻)，風俗論
(20-25巻) と続く。尖ティ詰タス語クス管カエサルに捧げられた神事論 (res
divinae)も導入の 26巻に続き 3巻からなる 5部 (5テーマ)編成である。
神官論 (27-29巻)，礼拝場所 (30-32巻)，祭事の時期について (33-35巻)，





2. De vita tqρuli Romani (~ローマ人の生活についてJ) 4巻， 43年にキ
ケローの親友でもあるアッティクスに捺げられた。 3.Aetia (~習俗の発
生原因についてJ)，4. De genteρoρuli Romani (~ローマ人の氏族につい
てJ)4巻， 5. De familiおTroianis(~トロイアの家系についてJ) 4巻，
民族誌的研究， 6. Annales (~年代記J) ， 7. Tribuum liber (~ローマの
部族論J)，8. Res urbanae (~都会の様々な現象J) 3巻。
b) 雷語研究









こと，これが日本の哲学には全く実現されていない。 10.De sermone La-
tino (~ラテン語の表現について J) 5巻， 11. De similitudine verborum 
c~語の類似についての 3 巻， 12. De utilitate sermonis cr表現の効力につ




14. De ρoetis Clr詩人についてjJ)3巻? ローマの詩人リウィウス・アン
ドロニコスからアッキウス造の伝記， 15. Deρoematis cr詩についてjJ)3 
巻， 16. TIEρi xapa町内pωvcr性格についてjJ)少なくとも 3巻， 17. De 
ρroρrieωte scriρtorum cr作家の特質についてjJ)3巻， 18. De descriptioni-
bus cr描写についてjJ)3巻， 19. De scaenicis orな的ibuscr劇場の起源に
ついてjJ)3巻， 20. De actionibus scaenicis cr役者の演技についてjJ)3巻，
21. De actis scαenicis c~役者の動作についてjJ) 3巻? 2. De ρersonis 
cr登場人物についてjJ)3巻， 23. Quαestiones Plautinae c~喜劇詩人プラウ
トウスの問いjJ)5巻， 24. De comoediis Plautinお(['プラウトウスの喜劇
についてjJ)かなりの巻数一一尚プラウトウスは前 184年頃死去一一， 25. De 
compositione saturarum cr調刺詩の構成についてjJ)， 26. De lectionibus 
cr朗読についてjJ)3巻， 27. De antiquitate litterarum c~文芸の古さにつ
いてjJ)3巻， 28. De bibliothecis c~蔵書についてjJ) 3巻。ここ迄幅広い文
芸学的視界がウァロに抱かれていたことは驚くべきであるO
d) 個別的分野の著作
29. Res rusticae cr農業論J)3巻， この内容は先に示す。 30.De ora 
maritima cr海岸地方についてJ)，31. De aestuαris cr入り江についてJ)，
32. De litoralibus cr海岸についてjJ)， 33. De mensuris cr大きさについてjJ)，
34. De valetudine tuenda c~健康を保つことについてJ) ， 35. De iure civili 
cr市民法についてJ)，36. De gradibus cr順序についてJ)，37. Rhetorica 
オーラーティオーcr修辞学J)，38.彼自身の 22編の弁説， 39. Suαsiones c~弁説訓練jJ)， 
40. De philosophia liber cr哲学についての書jJ)，アウグスティヌスが「神
の国J19.1-3で言及してL喝。 41.De formaρhilosophiae cr哲学の形態
についてjJ)3巻， 42. De principiis numerorum cr数の原理についてjJ)9 
巻， 43. Logistorici cr論理学者たち《哲学者たちJ)jJ)76巻， logistoricus 
ロー マの博学者ウァロ(その1) 17 
なる語はおそらくウァロが初めて用いた。この著作の主要な論究は倫理学
(何が人聞の生にとって普かの考察)にある。 4.Epistulicae quaestiones 
(書簡形式を採る問答〉少なくとも 7巻。
e) 百科全書的なもの12)
45. Disciplinae (~学問論J) 9巻，死の 6年前83歳の作品。自由学芸
(artes liberales)を論じる。この作品は自由学芸に関する最も重要でかつ
実際に恐らく最も後世に影響を及ぼしたウァロの作品である。 grammatica
(文法)， rhetorica (修辞学)， dialectica (弁証法〉の三学科 (Trivium)
と， musica (音楽学)， arithmetica (算術学)， geometria (幾何学)， 














47. Poemate (~詩の数々 J) 10巻， 48. Satura (~甑刺詩J) 4巻， 49. 
Singulares libri (~個別的な内容の書J) 教訓詩について叙されている。 50.
18 明治大学教養論集通巻498号 (2014・1)
De rerum natura (~事物の本性についてJJ) ， 51. Saturae Menippeae (~オ
ルペウスの母メニッぺーの調刺詩J)，キケローの「アカデミカJ2.l.8に言







chael von Albrecht， Geschichte der romischen Literatur Bd. 1， Darmstadt 
1994のVarroの叙述 (S.472-490).2. Emil Vetter， Zum Text von Varros 






























えて快い言葉で表現し Ceuhemerisch竺 Unang巴nehmesmit angenehm 
Worten sagen) [Me. von Albrecht， op. cit.， S.484J，そのことでローマに
おける神々は神になった人間 (vergottlicheMenschen)であると言った














いる。パラタン (M.Baratin， Lαnaissance de la syntax a Rome， Paris 1989) 
によると「ウァロはヲデン語の統辞論 (syntaxis)の創設者である (von





























































せるー著を入手した。J.E. Skydsgaard， Varro the Scholar， Studies in the 




































































































全ての事柄についてスクロファに栄誉を与えているJCcui haec aetas 
defert rerum rusticarum omnium palmam)則。「スクロファは農業におい






























































「人聞の生き方には田舎の生き方 Cvitarustica) と都市の生き方 Cvita
urbana)がある。この相違は場所(locus) にあるだけではなL、。時間




(Septingenti sunt paulo plus aut minus anni， augusto augurio 




























回 K. D. White， Roman F，αrming， London 1970.最も標準的なもの
回 W.H. Stahl， Roman Science Origins， Develoρment， and !nfluence to 
the Later Middle Ages， The University of Wisconsin Press 1962. 
文献紹介 2. ウァロに関するもの
30 明治大学教養論集通巻498号 (2014・1)
回K.D. White， Roman Agricultural Writers 1: Varro and his Prede欄
cessors， in:Aufstieg und Niedergang der romischen Welt， Berlin 1973.ウァ
ロのローマ精神史的意義についてこの論文は重要この上ない。上記田の著者
の名論稿である。
回M.von Albrecht， Geschichte der romischen Literatur 1. Varro 
Leben， Datierung 472-490. 500編に及ぶウァロ研究文献が載っている。
回 M.Schans-C. Hosius， M. Terentius Varro， 555-576， in: dieselben， 
Geschichte der romぬchenLiteratur bis zum Gesetzgebungswerk des Kais-
ers ]ustinian， Munchen 1927 CNeudruch 1959). 
回 W.D. Hooper， M Terentius Varro On Agriculture CLoeb C. L.) 
1934 (1999). 





国R.G. Kent， Translation Varro De Lingua Latina， Loeb C. 1. 1938 
(1977). 
回 E.Vetter， Zum Text von Varros Schrift uber die lateinische 
Sprache， in: Rheinisches Museum 101 (1958)，257-285，289-323. 
文献紹介 4. ローマの農学者の精神史
回 E.Rawson， Intellectual Life in the Late Roman Rψublic， London 
1985. ロー マ哲学史， ローマ文芸史，ローマの詩，ローマの史書などについ
ての労作は， 日本人には想像がつかない積欧米には数多くある。しかし精神
史的なローマへの接近としてはこのローソン女史のものが最も優れている。




について論じ， Trivium (三学科)として grammatica，rhetorica， dia-



























































































































































































































16) Varro， Res rusticae 1. 1. 10. 
17) 拙著「キケロー 裁判弁説の精神史的考察~ (2010年) I~ムーレーナ弁論~J
230-279頁を見られたい。特に 265頁。
18) Elizabeth Rawson， Intellectual Life in the Late Roman Republic， London 
1988， p.131. 
19) Varro， op. cit.， I.1. 11. 
20) Vaη0， op. cit.， 1.2. 10. 
21) Varro，Op. cit.， I.4.3. 





















23) cf. R. Martin， Rechurches sur les agronomes latins， Paris 1971. p. 50. 



















26) Karl Christ， Jabob Burckhardt und die Romische Geschichte， in: Saeculum 
ローマの博学者ウァロ(その1) 39 





いている。尚， クリストの『ローマ史とドイツの歴史学J(Romische Geschichte 
und deutsche Geschichtswissenschajt， Munchen 1982)は私の愛読書の一冊で
ある。会394頁中 97頁に買ってのヒトラー・ナチズム下のドイツのローマ史学
界でのユダヤ系学者の運命そしてナチズムの御用学者となったゲルマン系学者の
叙述は極めて興味深い。彼のカエサル研究 (CaesarAnnaheru晴朗 aneinen 
Diktator， Munchen 1994)を私は一連のキケロー研究書において大いに活用し
たことも付言したい。
(かくた・ゆきひこ 元教授〕
